
平成２７年度 第３回帰国・外国人児童生徒の日本語指導担当者連絡協議会 

日本語指導 ワークショップ 

井上 惠子 

１．ねらい 

 児童生徒の発達段階と日本語力に応じた「日本語指導略案」を作成する。 

２．グループ及び課題 

グループ      日本語力 対象   教材及び課題 

Ａ 初期指導 小学生 

低学年 

にほんごを まなぼう 

９課「みのまわり」 

Ｂ 中級指導 小学生 

高学年 

ひろこさんのたのしいにほんご ２ 

８４課「雪は ダイヤモンドのよ

うに かがやきました。」 

Ｃ 教科学習に向けて 

国語科 

小学生 

低学年 

教育出版 ２年下 

「さけが大きくなるまで」 

Ｄ 教科学習に向けて 

社会科 

小学生 

中学年 

東京書籍 ３・４年 

「水はどこから」 

Ｅ 教科学習に向けて 

算数科 

小学生 

中学年 

啓林館 ３年下 

「分数」 

Ｆ 教科学習に向けて 

理科 

小学生 

高学年 

大日本図書 ６年 

「月と太陽」 

Ｇ 初期指導 中学生 こどものにほんご 

１１課「でんわ①」 

Ｈ 教科学習に向けて 

国語科 

中学生 教育出版 １年 

「音を追いかけて」 

 

３．ワークショップの進め方 

時 間 活  動  内  容 

11:25～11:45 １．ワークショップの進め方についての説明を聞く。 

・ねらい  ・グループ分け  ・課題  ・時間配分  

・指導略案の作成方法及び留意点 ・発表方法 ・パソコン 

13:00～14:45 １．グループに分かれて、課題についての指導略案を作成する。 

 （パソコンの「指導略案の形式」に書き入れる） 

２．発表の準備をする。 

14:45～16:15 １．グループ発表をする。 

 1 グループ ４分程度 （講評） 

 

 



４．指導略案作成上の留意点 

（１）指導時間は小学校４５分、中学校５０分とする。 

（２） できる限り、４技能（聞く・話す・読む・書く）を入れる。 

（３）過程の欄の（  ）に時配を入れる。 

（４）必要に応じて、日本語力に合わせて「リライト教材」を作成する。 

（５）必要に応じて、補助資料として「翻訳教材」を活用する。 

（６）必要に応じて、補助者との連携を図り、補助内容を明記する。 

（７）より分かりやすく、そして楽しく指導するための「教材・教具」を作成し、提示の仕

方等、工夫する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日本語指導略案 

グループ 日本語力 対象 教材及び課題 

Ａ１ 

初期指導  

・３年生 

・２年ほど日本で生活をしてい  

 る 

・ひらがなは読める 

小学生 
にほんごを まなぼう 

25 課「まちのことをしろう」 

１． 目標 町にある建物の名前と用途を知る。 

「どこにありますか？」「行ったことがありますか？」 

「何をしましたか？」の文型を使う。 

２．展開 

過程 学習活動 教師の支援 資料・教具 

導入 

(5) 

 

 

 

 

 

１ あいさつ 

「おはようございます。２月２０

日金曜日１時間目の授業をはじめ

ます。」 

日記を書く。 

 

 

２ 登校途中に見つけた建物や施

設を発言させる。 

 

 

・生徒に挨拶をさせる。 

 

 

・文字の間違えは正し  

 いものに書き直させ  

 る。 

・学校の近くにある写

真等を見せる。 

・言い間違えた発音に

ついては、その都度

正しい発音を教え

る。 

 

 

 

 

・写真(絵) 

展開 

(35) 

 

 

 

 

 

３ 教科書のＰ.70～Ｐ.71 の地図

を提示する。施設の名前は隠

しておく。 

 

・拡大投影機で教科書 

 を映し出す。 

・施設名は付箋等で隠   

 す。 

・小学校を中心に押さ

える。 

・拡大投影  

 機 

・教科書 

終末 

(5) 

 

４ 学習のまとめをする。 

  施設の名前と用途を確認す

る。 

 

 

 

 

 



日本語指導略案 

グループ 日本語力 対象 教材及び課題 

 

A2 

・来日４か月程度。 

・ひらがなが・カタカナが半分

くらい読める。 

・ひらがなが・カタカナが少々

書ける。 

・日本語で教師の指示が通る。 

・日本語で自己表現が少しでき

る。挨拶はできる。 

３名 

(１年・

３年・ 

５年) 

・「にほんごをまなぼう」 

９ みのまわり(p32,33) 

３時間展開 

１． 目標 身に着けるものの着脱の表現（着る・履く・脱ぐ・付ける・取る）を覚える。 

（９課 ２/３） 

２．展開 

過程 学習活動 教師の支援 資料・教具 

導入 

(5)  

 

① 挨拶をする。 

② カレンダーワークをする。 

③ 五十音の発音練習をする。 

 

 

 

カレンダー 

五十音表 

展開 

(35) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 前時の復習をする。 

・カードを見せて、身に着けるも

のを言わせる。 

 

⑤ 学習の課題の確認をする。 

うごきをおぼえよう。 

 

⑥ 名札を付ける絵と取る絵を見

せて、「何していますか？」と

質問する。 

 

⑦ 「着る・脱ぐ・履く」の言葉を

導入する。 

・「履く」という言葉は、下半身に

身に着ける時に使用するという

ことを伝える。 

（くつ・靴下・ズボン） 

・前時の復習として、

フラッシュカードの

ようにカードを提示

する。 

 

 

 

・児童から言葉を引き

出す。 

・言えた時には褒める。 

 

・絵には赤・青で色分

けをした矢印をつけ

て、視覚的に分かり

やすく提示する。 

 

身に着ける

物カード 

 

 

 

 

 

絵カード 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終末 

(5) 

⑧ 言いながら動作をする。 

 

⑨ ジェスチャー・ゲームをする。 

(1) 先生の指示の通りにジェスチ

ャーをする。 

(2) 教師のジェスチャーを当てる。 

(3) 一人にカードを見せてジェス

チャーをやらせ、ほかの児童に

動作を当てさせる。 

 

⑩ 身に着ける物カードを見て、動

作を言う。 

⑪ 振り返りをさせる。 

⑫ 次時の連絡をする。 

⑬ 挨拶をする。 

 

 

 

・様々なバリエーショ

ンで行う。 

（教師はジェスチャー

なし・ひっかけで違

うジェスチャーをす

る等） 

振り返りカ

ード 

 

 

 

 

 

 

 

 

身に着ける

物カード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日本語指導略案 

グループ 日本語力 対象 教材及び課題 

A３ 

 

来日間もなく（１か月ぐらい）、 

日本語はほぼわからない。 

小学校 

低学年 

にほんごをまなぼう 

９課 みのまわり 

１．目標 身に着けるものの名称と着脱の表現を覚える。 

２．展開 

過程 学習活動 教師の支援 資料・教具 

導入 

（10） 

 

 

 

 

 

１ はじめのあいさつ 

 「これから日本語の勉強を始めます。」 

「よろしくおねがいします。」 

２ カレンダーワーク 

  ・月日 天気について 

３口のたいそう 

  あいうえおのうたを歌う。 

４学習のめあてをつかむ 

明るく大きな声で話す。 

 

 

 

 

・楽しい雰囲気で歌う。 

 

・絵カードを見せたり、ジェ

スチャーを使ったりして

伝える。（脱ぐ、着るなど･･･） 

 

 

 

カレンダー 

 

国語１年 

指導書の CD 

展開 

（25） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 名詞の学習 

 ・身の回りのものの名前を覚え

る。 

 

６ 動作の学習 

 ・動作を表す言葉の学習をする。 

  （例）「○○ましょう。」 

 

 

７ 学習した言葉の定着を確認 

する。 

・教師の指示で児童が身振りを

し、理解しているか確認をす

る。 

・絵カード表に絵を、裏に 

ひらがなと母国語を書く。 

 

・絵カードや動作でイメージ

できるようにする。 

※ここでは助詞は扱わない。 

動作を理解できるようになってきてから教える。 

 

・教師が質問し、児童が 

絵カードを指さして言葉

とのマッチングを確認す

る。 

（グループ学習ときはペア

で確認する。） 

絵カード 

（名詞） 

 

絵カード 

（動作） 

 

 

終末 

（10） 

 

７ 学習のまとめをする。 

言葉かるたで楽しみながら 

定着を図る。 

・できたことをほめ、わから

なかった時は、もう一度教

えるようにする。 

言葉かるた 

 

 

 



 

日本語指導略案 

グループ 日本語力 対象 教材及び課題 

B1 中級 小６ ひろこさんのたのしいにほんご２ 

１． 目標： 

比喩に関する表現「のよう」と「みたい」を理解し、使えるようにする。 

２．展開 

過程 学習活動 教師の支援 資料・教具 

導入 

（10） 

 

 

 

 

 

○始まりのあいさつをする。 

・挨拶の言葉 

○カレンダーワーク 

・日にち、曜日、天気 

○口のたいそう 

・早口言葉を楽しむ。 

○前時の学習の振り返り 

・うまく言えない時は、

教師の言葉に続いて

繰り返させる。 

・流ちょうさが増した

ところをほめる。 

・文法事項を確認する。 

 

 

・日付と曜

日 

（光村図

書） 

・早口言葉

ビンゴ

カード 

展開 

(30) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本時のめあてを知る。 

 

 ・「あの子のほっぺたはりんごの

ようです。」 

・「きょうは春みたいにあたたか

いです。」 

・「雪はダイヤモンドのようにか

がやきました。」 

・比喩という言葉を教える。 

○テキストの文章に挙げられてい

る内容を読み取る。 

 ・教師の範読を聞きながら、比

喩表現に下線を引く。 

 ・内容を確認しながら音読する。 

○ワークシートに比喩表現を使っ

て文を完成させる。 

 ・カードを使って形容詞を確認

する。 

  「暑い」「寒い」「甘い」「苦い」 

「赤い」「白い」「強い」「弱い」 

 

 

・文章と会う絵を選ば

せ、理解を助ける。 

・二つの表現の仕方が

あることを知らせ

る。 

・「赤いほっぺた」と「り

んご」の写真を見せ、

似ていることに気付

かせる。 

 

・正しい発音を聞かせ

る。 

・比喩表現が多数示さ

れていることに気付

かせる。 

 

・発音しながら書くよ

うにアドバイスし、

 

 

・テキスト 

・イラスト 

・写真 

 

 

 

 

・テキスト 

 

 

 

 

・ワークシ

ート（Ⅰ、

Ⅱ） 

 

 

 

 「のよう」や「みたい」を使って、文を作ろう。 



「重い」「軽い」 

 

○比喩の表現を使って文を作る。 

 

 

音と文字を結び付け

るようにする。 

 

 

 

・対話で書きたい内容

を引き出してから書

かせるようにする。 

・日本語がわからない

場合は、絵を描かせ

て該当の日本語を教

えたり辞書で調べさ

せたりする。 

 

 

・短冊 

 

 

・こどもこ

とば絵じ

てん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

日本語指導略案 

グループ 日本語力 対象 教材及び課題 

B2 

 

フィリピンから来日して１年。

簡単なあいさつや基礎文法の学

習は終了している。学習言語の

習得が課題になっている。 

小５ 

男子 

２名 

ひろこさんのにほんご２ 

８４課「雪はダイヤモンド

のようにかがきました」 

１．目標 比喩の言い方「～は～のよう（みたい）です」の言い方を理解し表現できる。 

２．展開 

過程 学習活動 教師の支援 資料・教具 

導入 

(10） 

 

 

 

 

 

１ カレンダーワークを行う。 

２ 絵カードを使って，物の名前

の発音練習を行う。 

・食べ物名前（リンゴ，みかん，

わたがし，など） 

・四季（春夏秋冬） 

・天気（晴れ，雨，くもりなど） 

・動物の名前（犬，うさぎなど） 

 

 

 

絵カード 

展開 

(25） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学習問題を設定する。 

～は～のようです の文を作ろう 

・くも は わたがし のようで

す。 

 

 

 

４ 絵カードを使いながら，文を

作らせる。 

・赤ちゃんの手はもみじのようで

す。 

・先生のかおはオニのようです。 

 

 

 

・うさぎは雪のように白いです。 

・せんべいは石のように固いです。 

 

・このぬいぐるみは本物のようで

 

 

・絵カードを使って例

示することで視覚的

にわかりやすいよう

にする。 

 

 

 

 

 

・節分でオニの学習を

したことを想起させ

る。 

 

・子どもの実態に応じ

て，「～のように～で

す」の文を扱う。 

 

絵カード 



す。 

・このぬいぐるみは本物みたいで

す 

 

・先生はお姫様のようにきれいで

す。 

 

・雪はダイヤモンドのようにかが

やきます。 

 

５ ペアで絵カードを選び問題を

出しあわせる。 

 

・ここで「～みたい」

という表現ができる

ことを教える。 

 

 

 

 

 

 

・子どもがなかなか選

べない場合は，関連

した言葉かけをして

選びやすくする。 

終末 

(10） 

 

６ テキストの文章を読み，「～の

よう」「～みたい」の文章を抜き

出して書く。 

・文章に線を引かせる。 

 

 

ワークシ

ート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日本語指導略案 

グループ 日本語力 対象 教材及び課題 

C1 

 

１年生程度の漢字はできる。 ２年 さけが大きくなるまで 

１． 目標 

教科：時や場所を表す言葉に気を付けて文章を読むことができる。 

 日本語：写真を使って時や様子を表す言葉を見つけることができる。 

２．展開 

過程 学習活動 教師の支援 資料・教具 

導入 

（５） 

 

 

 

 

 

・卵から大人になるまでの写真を

見て前時に学習したことを振り

返る。 

・季節の確認をする。 

 春→夏→秋→冬→春 

・「鮭」について、どん

な魚だったのか思い

出させる。 

・季節の言葉と順番を

確認させる。 

・鮭やイク

ラの写

真 

 

展開 

(30) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本時の学習の目当てを知る。 

 さけが大きくなるまでを知ろ

う。 

・川を上っていく鮭の写真につい

て知る。 

「秋になるころ」 

「海から川へやってきます」 

・残り５枚の写真を並べる。 

 

・写真の並び順を確認する。 

 「冬の間に」 

 「４センチメートルぐらい」 

 

 

 

・時を表す言葉や様子

を表す言葉に着目さ

せるようにする。 

 

・順番を間違えてもそ

のままにしておく。 

・時や様子を表す言葉

のカードを用意し、

写真の横に貼るよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

鮭の様子

を表した

写真 

 

時や様子

を表すカ

ード 

終末 

(10） 

 

 

 

・今日の学習をワークシートに書

く。 

 

 

 

ワークシ

ート 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



日本語指導略案 

グループ 日本語力 対象 教材及び課題 

Ⅽ２ ひらがな・かたかなが使える。 

１年生程度の漢字がややわかる。 

２年生 さけが大きくなるまで 

１． 目標 

 ○日本語指導の目標   時・場所・大きさを表す言葉を探せる。 

 ○教科（国語科）の目標 写真を使って、さけが大きくなる様子が話せる。 

２．展開 

過程 学習活動 教師の支援 資料・教具 

導入 

(10)  

 

 

１ 始めのあいさつをする。 

２ カレンダーワークをする。 

３ 前時の学習を振り返る。 

 ・さけは、北の海にすんでいる 

 ・７０㎝くらいの大きな魚  

 

・実物大のさけのイラ

ストを提示し、大き

さ（７０㎝くらい）

を確認させる。 

 

実物大の

さけのイ

ラスト 

展開 

(30) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ２の段落（P33 L1～P34 L7）

の範読を聞く。 

５ ２の段落を音読する。 

６ 時・場所・大きさを表す言葉

を探す。 

 ・秋になるころ 

 ・海から川へ 

 ・川上へ 川上へ 

 ・水のきれいな川上 

 ・三メートルくらいのたき 

 ・ふかさが三十センチメートル

ぐらい 

７ 見つけた言葉をワークシート

に書く。 

 

 

・本文にルビを振り、

時・場所・大きさを

表す言葉を色分けし

た教材を音読させ

る。 

・色分けした語彙カー

ドを用いて言葉を整

理させる。 

・写真や絵地図を見せ

て、川上や滝を視覚

的にイメージさせ

る。 

・教師といっしょに語

彙カードを分別しな

がら、ワークシート

にまとめさせる。 

 

 

リライト

教材 

 

語彙カー

ド 

 

写真 

絵地図 

3ｍ・30 ㎝

を示す具

体物 

ワークシ

ート 

終末 

（5） 

 

 

８ 学習を振り返る。 

９ 次時の予告 

 

 

・ワークシートを利用

して、振り返らせる。 

・さけの卵の写真を見

せて興味を持たせ

る。 

 

 

写真 



日本語指導略案 

グループ 日本語力 対象 教材及び課題 

D 

 

来日１年、会話がおおよそでき平

仮名片仮名が読み書きできる、週

２時間の取り出し指導 

４年 社会科「水はどこから」 

１． 目標 水のじゅんかんを知る。（教科の目標） 

      水のじゅんかんに関わる語彙を理解する。（日本語の目標） 

２．展開 

過程 学習活動 教師の支援 資料・教具 

導入 

（３） 

 

 

 

 

 

１ 始めのあいさつをする。 

２ 近況について話す。 

３ 水道の蛇口から水が出なくな 

ったらどうするか、考える。 

 

 

○水はわたしたちの暮らしに欠

くことのできないものである

ことを実感させる。 

 

 

展開 

（32） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 一月のお風呂にどれぐらいの

水を使うか考える。 

５ 本時の学習問題を知る。 

 

 

 

６ 図を基に説明する。 

・川から流れている水はそのまま

家まで届くのかな 

・使って汚くなった水はそのまま

川や海へ流しちゃうのかな 

７ 語彙を理解する。 

・川の上流、下流 

・じょう水場 

・水道管 

・下水しょり場 

・水のじゅんかん 

・水じょうき 

 

・一回のお風呂で約２００リッ

トル使うことを知らせる。 

・立法メートルの退位を知らせ

る。 

 

 

 

・川の水や汚れた水を示し、こ

れを飲んだり流したりして良

いのか考えさせる。 

 

・じょう水場で水をきれいにし、

水道管を通って各家に送られ

ることを知らせる。 

・使われた水は、下水しょり場

できれいにし、川に流すこと

を知らせる。 

 

 

 

 

 

 

・掲示物 

水は、どのように家までとど

くのだろうか。 

いろいろな所をまわって、家

までとどく。 



終末 

（10） 

 

 

８ 学んだことを基に、ワークシ

ートに記入する。 

９ 終わりのあいさつをする。 

 

 

 

・ワーク

シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日本語指導略案 

グループ 日本語力 対象 教材及び課題 

Ｅ 生活言語ができる。学習言語が

乏しい。 

小学 

３年生 

わくわく算数３下（啓林館） 

「１３ 分数」 

 

１． 目標 

【教科の目標】はしたの大きさの表し方を知る。 

【日本語指導の目標】「はした」「等分」の意味を知る。 

 

２． 展開 

過程 学習活動 教師の支援 資料・教具 

導入 

（７） 

１ 始めのあいさつをし，カレン

ダーワークを行う。 

 

 

２ ３本のテープを見て，気づい

たことを発表する。 

※ １ｍよりも長い。 

※ はみ出しているところは，１ｍ

よりも短い。 

 

３ １ｍより短い長さを「はした」

の長さということを知る。 

 

 

 あいさつ文や曜

日，月日を掲示し

ておく。 

 

 視覚で確認した

後，実際に切って

確かめさせる。 

 

 

 

 １ｍより短い長さ

を「はした」の長

さということをお

さえる。 

 

 

 

 

紙テープ 

１ｍもの

さし 

展開 

（３３） 

 

 

４ はしたを切って，長さを確か

める。 

 

 

 

 

 

 

５ アの長さは，１ｍを２つに分

けた１つ分と気づく。 

 

 

 １ｍのテープをも

ちに２本のはした

のテープを比較さ

せる。 

 児童が気づいたこ

とを取り上げてい

く。 

 

 

 

 

 

はしたの

テープ 

 

 

 

 

 

 

 

 

はしたの長さは，１ｍのどれくらいですか。 



※ １ｍの半分。 

 

６ 同じ長さで２つに分けること

を「２等分する」ということ

を知る。 

 

７ アの長さは１ｍの
２

１
であるこ

とを知る。 

 

８ イの長さは，１ｍを３つに分

けた１こ分（３等分）だとい

うことに気づく。 

 

９ イの長さは，１ｍの３分の１

ということを知る。 

 

１０ 適用問題を解く。 

   テープ図で１ｍのどれだけ

か，色を塗る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 先生のテープを半

分にすると，
４

１
に

なると助言する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシ

ート 

 

 



日本語指導略案 

グループ 日本語力 対象 教材及び課題 

F 
・低学年で来日。日常会話はで

きる。家庭内では母語で会話

している。 

・学習日本語は未だ不十分であ

る。 

６年 月と太陽 

１． 目標 日本語で新月・満月・半月・三日月・方位が言える。 

      月の見え方は太陽と月の位置関係が関係することが指摘できる。 

 

２．展開 

過程 学習活動 教師の支援 資料・教具 

導入 

(10) 

 

 

 

 

 

・あいさつをする。 

・カレンダーワーク。 

・方位磁針の見方の確認。 

・歌（でたでた月が・・・を歌う） 

・宿題の確認 

 

 

・８方位で読むことを

確認させる。読めな

い場合はヒントを与

える。 

 

 

・方位磁針 

 

・宿題のプリ

ント 

展開 

(30) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・見た月の形と名前を確認する。 

・満月・半月・三日月・新月を新

しい言葉として聞く・話す・読

む・書く。 

・どうして月の形が変わるのかを

考える。 

・懐中電灯と月に見立てたボール

を使い、光の当たり方によって、

月の形が変わることを実験す

る。 

・月の位置当てゲームをする。 

 

・日本語で月の形を言

わせる。書かせる。 

 

 

 

 

 

・その都度、月の形と

名前を言わせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・月、太陽

の位置の

図。月の形

シール。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



日本語指導略案 

グループ 日本語力 対象 教材及び課題 

G 

 

初期（来日半年） 中学生 こどもの日本語１ 

「でんわ①」 

１．目標 簡単な動詞の辞書形の習得、電話の受け答えの表現を学ぶ 

２．展開 

過程 学習活動 教師の支援 資料・教具 

導入 

(10) 

 

 

あいさつ 

・天気 

・体調 

・日付 

・日記 

・生徒の体調などを見

ながら、正しく言え

ているか確認する。 

 

カレンダ

ー 

 

 

展開 

(30） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○宿題チェック（会話文の中の新

しい語彙を覚えているかテストで

確認） 

○辞書形（動詞は「～する」を表

す言葉で辞書にのっている形）と

辞書を使いながら理解させる。 

単語カードを使いながら辞書形の

練習 

 

 

○テキストの文章を使って電話の

表現、辞書形で文を言う練習 

 

 

○欠席するときに電話をかける設

定で練習 

・体調に関する表現の練習 

・電話をかけるときの自分の述べ

方 

・要件の言い方 

・確認テストの丸付け 

間違っていたものは

再度練習するよう指

導する。 

・カードを見せて、ま

す形を言えるか確認 

辞書形に直せるか確

認    

・今まで習った動詞を

ます形になおせるか

確認 

・テキストの会話を読

んで意味の説明 

リピート 

会話練習 

・基本文を見ながら練

習させる。 

意味の確認 

 

 

 

 

 

 

 

単語カー

ド 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本文を

書いた紙 

終末 

(10) 

 

 

○実際に電話をかけている設定で

会話する 

 

今日の表現のまとめ 

・臨場感あるよう実際

に会話しているよう

な雰囲気を作る 

 

おもちゃ

の電話 

 



終わりのあいさつ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日本語指導略案 

グループ 日本語力 対象 教材及び課題 

H 

 

会話で意思疎通を行える。文章

を読んである程度の内容を理解

できる。 

中１ 

(１名) 

国語「音を追いかけて」 

教育出版 １年 

１．目標 前半部分の音読と登場人物・場について知ることができる。 

２．展開 

過程 学習活動 教師の支援 資料・教具 

導入 

（５） 

 

 

 

 

○あいさつ 

 

○日にち、曜日、天気の確認 

「○月○日○曜日、天気は○です。 

 これから今日の学習を始めま

す。」 

 

○本時の課題を確認 

 前半部分の音読と登場人物の確

認を行う。 

・相手に伝わるように、

大きな声ではっきり

と言うように促す。 

 

 

 

 

・タイトルにふれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・黒板 

・フリップ 

 カード 

展開 

(35) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○読めない漢字・語句の確認 

 

○前半部分の音読 

  

 

 

 

○ワークシートを使用し、登場人

物と場面の確認をする 

・登場人物の確認 

 「誰が出てきますか」 

 

・場面の確認 

 「どこですか」 

 「何をしていますか」 

 

・教科書にふりがなを

ふらせる。 

・大きな声で正しく発

音できているか、文

の区切れは適切か、

確認しながら音読を

聞く。 

 

・ワークシートに記入

させる。 

・本文からわかる登場

人物の名前をあげさ

せる。 

 

・教科書 

 

 

 

 

 

 

・ワークシ

ート 

 

 

・キーワー

ドカード 

 

 

 



 


